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９月19日、国への要望活動を行いました。財務省では長峯誠大臣政務官（当時）に要望書を提出しました。
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　平成 30 年第２回臨時会が、８月６日に開催されました。
　平成 30 年度一般会計補正予算が提案され、１億３千 150 万円の補正予算が全員一致で可決されました。

（主な計上事業）※単位は万単位で四捨五入しています。
◆農林水産業費
　①ミニトマト産地育成対策事業補助金……１１４万円
　②林道維持管理費の追加……………………２００万円
◆土木費
　町道維持管理費の追加………………………８００万円
◆消防費
　宮崎県消防操法大会出場補助金……………１１５万円  等

町内のミニトマトの生育の様子

【議案の主な内容】
◎美郷町税条例等の一部を改正する条例
　主な改正内容は、住民税の所得控除の見直しやたばこ税の税率引き上げに伴う課税方式の見直しなど

議 案 番 号

報告第　２号 

報告第　３号 

報告第　４号 

報告第　５号 

報告第　６号 

議案第６８号 

議案第６９号 

議案第７０号 

議案第７１号 

議案第７２号 

議案第７３号 

議案第７４号 

議案第７５号 

議案第７６号 

議案第７７号 

議案第７８号

認定第　１号 

認定第　２号 

認定第　３号 

認定第　４号 

認定第　５号 

認定第　６号 

認定第　７号 

認定第　８号 

議　案　名

平成29年度決算に係る美郷町財政健全化判断比率の報告について

平成29年度決算に係る美郷町資金不足比率の報告について

株式会社南郷温泉の経営状況に関する書類の提出について

株式会社レイクランド西郷の経営状況に関する書類の提出について

平成29年度美郷町の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等の提出について

町道路線の認定について

美郷町税条例等の一部を改正する条例

美郷町移動通信用鉄塔施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

平成30年度美郷町一般会計補正予算（第3号）

平成30年度美郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）

平成30年度美郷町介護保険事業特別会計補正予算（第2号）

平成30年度美郷町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号）

平成30年度美郷町簡易水道事業特別会計補正予算（第2号）

平成30年度美郷町農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号）

平成30年度美郷町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第2号）

平成30年度美郷町国民健康保険病院事業会計補正予算（第2号）

平成29年度美郷町一般会計歳入歳出決算認定について

平成29年度美郷町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成29年度美郷町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成29年度美郷町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成29年度美郷町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成29年度美郷町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成29年度美郷町国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について 

平成29年度美郷町国民健康保険病院事業会計決算認定について

結　果

（報　告）

（報　告）

（報　告）

（報　告）

（報　告）

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

可決 ( 全員一致 )

認定 ( 全員一致 )

認定 ( 全員一致 )

認定 ( 全員一致 )

認定 ( 全員一致 )

認定 ( 全員一致 )

認定 ( 全員一致 )

認定 ( 全員一致 )

認定 ( 全員一致 )

第２回臨時会において補正予算が可決

第３回定例会に提出された議案と審査結果

第２回臨時会

第３回定例会

　平成３０年９月定例会は、９月３日～１２日までの１０日間開催されました。
　会期中には４２名の方が傍聴に来られました。
　今定例会では、平成２９年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定、平成３０年度一般会計及び特
別会計補正予算、条例改正等２４件の議案等が提出され、いずれも原案のとおり可決しました。
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　今議会では平成２９年度の予算執行に関して「決算等審査特別委員会」を設置しました。
　決算等審査特別委員会では会期中に、担当課長や担当者から説明を受け、審議を行いました。
　歳入に関しては、減少していく地方交付税の動向や、税や使用料等の滞納について等、どのような事
務の執行がなされているのか、質問が行われました。
　また、歳出に関しては効率的な事務の執行が行われているのか、事務の執行によってどのような効果
が現れているのか説明を受けました。
　審査の結果、原案のとおり可決すべきものと決定しましたが、委員会報告では、次ページの付記事項
が出されました。
　議会では今後、付記事項をふまえた適切な事務の執行がなされているか、注視していきます。

平成29年度　決算について審査しました！

平成30年度　補正予算を可決

（一般会計補正予算における主な計上事業）　※単位は万単位で四捨五入しています。
◆総務費
　①豊見城市姉妹都市盟約３０周年記念式典旅費等 ７１万円
　②CATV センター備品購入　３６９万円
◆農林水産業費
　①新規就農者研修給付金　３６万円
　②用排水路改修、頭首工改修、農村公園整備　５５０万円
◆土木費
　①急傾斜地崩壊対策　３４８万円
　②林道法面、路側の復旧工事　９，２４０万円
◆教育費
　①西郷幼小中一貫校整備基本設計及び
　　地質調査委託　１, ５６０万円

姉妹都市　豊見城市との交流事業

一般会計補正予算額　１億５千688万円
　新規就農者研修給付金に36万円
　西郷幼小中一貫校整備基本設計及び地質調査委託1,560万円

歳入歳出決算額年度比較表

区　分 平成２９年度 平成２８年度

２億８千１１９万円

△１億２千１８２万円

１億５千９３７万円

３億８７万円

△２億７７６万円

９千３１１万円

８３億４千６８２万円

３４億７千５４３万円

１１８億２千２２５万円

８０億５千２０４万円

３３億６千４４５万円

１１４億１千６４９万円

８６億２千８０１万円

３３億５千３６１万円

１１９億８千１６２万円

８３億５千２９０万円

３１億５千６６９万円

１１５億９５９万円

一 般 会 計

特 別 会 計

合　　 計

一 般 会 計

特 別 会 計

合　　 計

歳　入

歳　出

比　較　増　減
金　額

・一般会計及び特別会計 ※単位は万単位で四捨五入しています。
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付　記　事　項
１．�収入未済額については、平成28年度決算と比較すると20,291千円の削減が行われた。

このことは職員の努力の成果であり、その努力については評価したい。しかしなが
ら、依然として 84,962 千円もの収入未済額がある事は事実であり、公平公正な徴
収を更に望むところである。

　　�　また、監査委員の報告にもあるように、悪質滞納者へは、具体的な対策、差し押
さえなどの手続きも執行すべきである。

　　�　公債権・私債権を含めた「債権回収の手続き」をマニュアル化して、職員が基礎
的事項を十分理解したうえで適正な運用を行い、全庁的な債権管理体制の強化を図
り、更なる収納改善を行うことを望む。

平成29年度決算等審査特別委員会では次の付記事項が出ました

決算等審査特別委員会で現地を調査しました

県単土地改良工事（頭首工　入下本村用水） 県単林道網総合整備事業（舗装　梨の木谷線）

南郷保健センター　 南学園体育館天井改修
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新
設
作
業
道
に
よ
る

　
　
山
の
崩
壊
に
つ
い
て

医
師
の
確
保
と
北
郷
診
療
所

の
存
続
に
つ
い
て

【
問
】現
在
の
森
林
伐
採
で
は
、大
型
機
械

を
使
用
す
る
た
め
に
新
設
作
業
道
を
作
り
、

そ
れ
に
よ
る
山
の
崩
壊
で
自
然
環
境
が
破

壊
さ
れ
て
お
り
、特
に
人
家
な
ど
危
険
で

あ
る
。架
線
集
材
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う

た
め
に
、膨
ら
ん
だ
コ
ス
ト
の
部
分
を
助

成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】確
か
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
よ

う
だ
。崩
壊
を
防
ぐ
た
め
に
町
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か
考
え
た
い
。

特
に
人
家
等
に
隣
接
し
た
森
林
の
施
業
に

つ
い
て
は
架
線
作
業
で
の
搬
出
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。又
、今
後
施
行
さ
れ
る
森
林

環
境
税
が
ど
の
よ
う
に
使
え
る
か
調
べ
て
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
問
】九
八
六
年
の
歴
史
あ
る
御
田
祭
に
不

可
欠
な
馬
を
町
で
飼
育
し
て
後
世
に
残
し

【
問
】県
派
遣
医
師
に
は
異
動
が
あ
る
。北

郷
診
療
所
が
医
師
不
在
と
な
っ
た
場
合
、

町
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
伺
う
。

【
町
長
】現
状
維
持
を
は
か
り
た
い
の
で
、

早
い
う
ち
に
計
画
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
議
会
と
し
て
も
と
ど
ま
る
よ
う
に

働
き
か
け
て
欲
し
い
。

【
問
】異
動
の
心
配
の
無
い
定
着
医
の
招
聘

を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
町
長
】財
政
的
に
定
着
医
の
確
保
は
難
し

い
。
医
師
の
派
遣
を
継
続
的
に
県
に
要
請

し
て
い
き
た
い
。

【
問
】財
政
的
に
も
医
師
の
確
保
に
つ
い
て

も
厳
し
い
中
、将
来
に
わ
た
る
西
郷
、南
郷
、

北
郷
の
持
続
可
能
な
医
療
体
制
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

町政を問う町政を問う町政を問う 一般質問
　一般質問とは、議員が本会議で町政全般にわたり、町長等の執行機関に対して、事務の執行状況や
将来に対する方針等について質問することです。
　本町議会では一問一答方式で、議員ひとりの持ち時間は40分です。
　平成30年第３回定例会の一般質問は、９月４・５日に行われ、８名の議員が登壇しました。本定例
会での主な質問と答弁の内容は、次のとおりです。

て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
お
聞
き
し
た

い
。

【
町
長
】現
在
は
、宮
崎
市
在
住
の
方
か
ら

馬
を
借
り
て
い
る
が
、県
内
の
馬
に
関
係

す
る
自
治
体
で
馬
文
化
を
考
え
る
集
ま
り

が
あ
っ
た
。県
の
協
力
を
得
な
が
ら
、馬
を

必
要
と
し
て
い
る
関
係
市
町
村
が
タ
ッ
グ

を
組
ん
で
馬
を
育
て
て
い
く
方
向
に
シ
フ

ト
し
て
い
き
た
い
。

御
田
祭

神
人
、牛
馬
が
一
体
と
な
っ
て
神
田
の
代
か
き

か
ら
田
植
え
を
行
い
、無
病
息
災
と
豊
作
を
祈

願
す
る
田
代
神
社
の
祭
。町
・
県
の
無
形
民
俗

文
化
財
で
あ
る
。

川村　義幸  議員

山本　文男  議員
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【
町
長
】
今
後
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、

医
療
局
、
医
療
従
事
者
が
一
堂
に
会
し
て

三
・
四
回
話
し
合
っ
て
い
る
。
交
通
イ
ン

フ
ラ
、
利
便
性
等
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検

討
し
て
い
く
。

　
本
町
に
は
「
美
郷
町
の
地
域
医
療
を
守

る
条
例
」
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
目
を

果
た
し
て
い
た
だ
き
、
持
続
可
能
な
医
療

体
制
を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

美
郷
町
内
の
病
院・
診
療
所
の
医
師
体
制

　
美
郷
町
内
に
は
西
郷
病
院
（
29
床
）、南
郷
診

療
所
（
19
床
）、北
郷
診
療
所
（
外
来
の
み
）が

あ
る
。医
師
は
西
郷
病
院
４
名
、南
郷
診
療
所
２

名
、北
郷
診
療
所
１
名
。う
ち
、県
か
ら
の
派
遣

医
師
は
３
名
で
あ
る
。

【
問
】住
宅
不
足
対
策
に
つ
い
て

移
住
定
住
者
受
け
入
れ
の
住
宅
は
十
分
か

伺
う
。

【
町
長
】
そ
の
点
で
は
充
分
に
は
出
来
て

い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
住
宅
不
足
対

策
は
空
き
家
に
な
る
前
か
ら
対
策
を
し
、

住
宅
を
確
保
し
て
行
く
方
が
現
実
的
で
早

い
と
認
識
し
て
い
る
。

【
問
】観
光
振
興
に
つ
い
て

①
観
光
施
設
、観
光
事
業
の
周
知
に
は
広

報
活
動
が
重
要
と
考
え
る
。文
化
庁
、駅
等

に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
は
と
考
え
る
が

如
何
か
。

【
町
長
】良
い
ポ
ス
タ
ー
が
あ
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
の
で
、そ
の
よ
う
に
し
た
い
。人

が
訪
れ
れ
ば
道
路
が
良
く
な
る
と
認
識
し

て
い
る
の
で
充
実
し
て
美
郷
町
を
売
っ
て

い
き
た
い
。

②
未
だ
に
南
郷
温
泉
の
入
口
が
わ
か
ら
な

い
と
い
う
利
用
客
が
お
り
、標
識
が
不
十

分
と
い
う
声
を
聞
く
。案
内
板
を
作
る
べ

き
と
考
え
る
が
如
何
か
。

【
町
長
】案
内
の
サ
イ
ン
が
ハ
ッ
キ
リ
し
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
必
要
が
有
る
と

思
う
。ど
こ
に
立
て
る
か
を
含
め
て
精
査

さ
せ
て
頂
き
た
い
。

【
問
】臨
時
職
員
の
賃
金
に
つ
い
て

全
国
の
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
た
が
、本

町
の
臨
時
職
員
の
賃
金
の
改
定
に
つ
い
て

伺
う
。

【
町
長
】募
集
を
し
て
も
人
が
来
な
い
と
い

う
の
は
問
題
、最
低
賃
金
を
守
れ
ば
良
い

と
い
う
の
で
は
な
く
、人
を
確
保
す
る
に

は
い
く
ら
が
適
正
な
の
か
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

都
農
町
の
こ
れ
ま
で
の
ふ
る
さ
と
納
税
合
計

額
が
１
３
６
億
円
、美
郷
町
は
２
５
９
６
万

円
で
大
き
な
差
が
出
て
い
る
。い
つ
ま
で
続

く
制
度
か
わ
か
ら
な
い
。町
長
肝
い
り
で
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
如
何
か
。

【
町
長
】さ
と
ふ
る
等
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
中
で
頑
張
り
た
い
が
農
家
が
儲
か
れ
ば

良
い
と
考
え
る
。返
礼
品
を
充
実
し
て
議

員
と
協
議
し
な
が
ら
、一
番
良
い
方
法
で

進
め
た
い
。

【
問
】①
全
国
的
に
台
風
、地
震
に
よ
る
災

害
が
相
次
い
で
い
る
。防
災
対
策
は
最
も

優
先
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
町

長
の
考
え
を
伺
う
。

【
町
長
】百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
自
然
災

害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
い
る
。地

震
、風
水
害
、土
砂
災
害
、林
野
火
災
を
想

定
し
、人
命
が
失
わ
れ
な
い
こ
と
を
最
重

要
視
し
て
い
る
。

②
被
災
後
の
対
策
に
つ
い
て
備
え
は
十
分

で
あ
る
か
伺
う
。

【
町
長
】被
災
後
の
対
策
に
備
え
て
平
常
時

の
訓
練
の
意
義
は
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。

北
郷
、西
郷
、南
郷
の
社
協
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
が
、
社
協
と
町

と
で
力
を
合
わ
せ
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

防
災
対
策
や

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て那須　富重  議員

災害ボランティア訓練のようす
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【
問
】先
日
の
座
談
会
の
折
、町
長
は
機
構

改
革
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
が
、そ
の
真

意
と
、内
容
に
つ
い
て
、詳
し
く
伺
い
た
い
。

①
支
所
の
縮
小
に
つ
い
て

【
町
長
】長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
、こ
れ

か
ら
多
数
の
定
年
退
職
が
見
込
ま
れ
る
中

待
っ
た
な
し
の
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

各
支
所
に
窓
口
業
務
的
な
人
員
を
残
し
、

残
り
を
本
所
に
集
約
し
た
い
。座
談
会
な

ど
を
通
じ
、丁
寧
に
説
明
し
、理
解
を
得
て

い
き
た
い
。住
民
に
切
り
捨
て
ら
れ
た
と

い
う
思
い
が
残
ら
な
い
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
構
築
す
る
。

②
適
正
な
職
員
数
を
ど
う
考
え
て
お
ら
れ

る
か
。

【
町
長
】病
院
等
を
除
い
て
、１
０
０
名
程

度
を
適
当
と
考
え
て
い
る
。市
町
村
へ
の

要
求
が
高
ま
る
中
、農
業
・
林
業
な
ど
の
専

門
職
の
受
け
入
れ
等
も
視
野
に
、年
齢
的

な
平
準
化
も
図
り
た
い
。

【
問
】林
業
大
学
校
の
支
援
策
に
つ
い
て

３
月
議
会
で
も
質
問
し
た
が
、半
年
が
過

ぎ
、県
と
の
協
議
も
進
ん
だ
こ
と
と
思
う
。

ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え
て
い
る
か
伺
い

た
い
。

【
町
長
】現
在
の
ア
カ
デ
ミ
ー
生
と
も
話
し
、

足
り
な
い
も
の
を
フ
ォ
ロ
ー
し
た
い
。24

時
間
の
コ
ン
ビ
ニ
が
欲
し
い
、食
事
の
問

題
や
車
の
免
許
が
な
い
こ
と
に
対
す
る
要

望
が
あ
る
が
、一
つ
一
つ
商
工
会
な
ど
関

係
者
と
協
力
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た

い
。町
内
事
業
体
へ
の
就
業
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

「
み
や
ざ
き
林
業
大
学
校
」

　
全
国
有
数
の
林
業
県
で
あ
る
宮
崎
県
の
将
来

を
担
い
未
来
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
育
成
を

目
的
と
し
て
、平
成
31
年
に
美
郷
町
内
に
あ
る
、

宮
崎
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
開

校
予
定
。

を
贈
る
事
は
、や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
が
一

過
性
で
終
わ
っ
て
は
何
に
も
な
ら
な
い
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で
広
く
周
知
す
る
方

が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
現
在
、県
で
実
施
の
地
域
環
境
保
全
功

労
者
に
推
薦
し
て
、表
彰
し
て
も
ら
う
方

が
良
い
の
で
は
。

　
美
郷
町
の
一
つ
の
変
わ
り
目
と
し
て
ど

の
よ
う
な
方
向
が
良
い
か
、前
向
き
に
表

彰
規
定
を
考
え
て
い
け
ば
と
思
う
。

【
問
】美
郷
町
総
合
計
画
の
「
住
み
よ
い
郷

づ
く
り
」で
表
現
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、美

郷
町
は
地
域
景
観
の
向
上
を
目
指
し
て
い

る
。長
年
に
わ
た
り
、国
道
・
県
道
沿
い
に
、

花
な
ど
を
植
栽
し
手
入
れ
を
続
け
て
い
る

人
た
ち
が
い
る
。そ
の
人
た
ち
へ
の
努
力

と
敬
意
を
表
し
て
感
謝
状
な
ど
贈
る
制
度

は
で
き
な
い
か
、町
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
町
長
】環
境
の
保
全
、公
害
予
防
の
推
進
、

温
暖
化
防
止
、農
林
資
源
の
確
保
な
ど
町

民
の
意
識
が
大
切
。広
報
紙
等
で
積
極
的

に
紹
介
し
て
い
く
。自
発
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
活
動
。町
を
訪
れ
る
方
や
地
域

の
方
が
心
優
し
く
な
れ
る
取
り
組
み
。

息
の
長
い
活
動
を
し
て
も
ら
い
、自
発
的

な
行
動
が
若
い
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
よ

う
意
識
の
高
揚
に
努
め
た
い
。美
し
い
郷

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
に
感
謝
状

地
域
景
観
の

向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

機
構
改
革
及
び
林
業
大
学
校

の
支
援
策
に
つ
い
て

中嶋　奈良雄  議員

黒田　仁志  議員

北
郷
　
小
黒
木
地
区
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【
問
】美
郷
町
が
誕
生
し
て
13
年
目
に
な
り
、

総
合
計
画
・
構
想
等
も
急
激
な
国
際
情
勢

に
よ
り
急
変
し
て
、想
定
を
超
え
、将
来
の

町
の
存
続
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
。能
力

の
あ
る
人
材
確
保
・
育
成
の
為
、海
外
研
修

制
度
等
の
計
画
は
、出
来
な
い
か
。ま
た
、

全
国
的
な
人
材
・
人
手
不
足
に
よ
り
過
労

労
働
・
経
営
意
欲
低
下
等
に
よ
り
、廃
業
に

追
い
込
ま
れ
て
い
る
。海
外
の
方
の
体
験

研
修
・
技
能
実
習
制
度
を
推
進
し
、新
た
な

労
働
力
確
保
は
、出
来
な
い
か
伺
う
。

①
海
外
研
修
制
度
に
つ
い
て

【
町
長
】ポ
イ
ン
ト
制
度
を
創
設
す
る
事
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
す
る
。

②
外
国
人
受
け
入
れ
に
つ
い
て

【
町
長
】外
国
人
受
け
入
れ
の
前
に
ま
ず
は
、

賃
金
体
系
を
改
定
し
人
材
確
保
に
努
め
る
。

イ
ン
の
確
保
に
努
め
る
。

【
問
】高
齢
化
に
よ
り
病
害
虫
の
防
除
が
お

ろ
そ
か
に
な
っ
て
お
り
、米
の
品
質
が
低

下
し
て
い
る
。今
後
、益
々
高
齢
化
が
進
む

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

共
同
防
除
は
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

【
町
長
】農
作
業
受
託
組
織
や
、集
落
営
農

組
織
な
ど
、ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
共
同
防
除

体
制
整
備
を
行
い
、導
入
を
行
う
場
合
は
、

農
作
業
受
託
組
織
支
援
事
業
等
に
よ
り
、

機
械
購
入
な
ど
支
援
を
検
討
し
た
い
。

【
問
】栗
園
も
高
齢
化
に
よ
り
少
し
ず
つ
荒

廃
（
手
入
れ
の
悪
い
）の
園
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。そ
の
管
理
対
策
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

【
町
長
】今
年
度
、県
単
事
業
の
「
集
落
で

繋
ぐ
中
山
間
果
樹
産
地
支
援
事
業
」に
お

い
て
、先
進
地
事
例
調
査
、ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、園
地
の
現
況
把
握
を
行
う
。方
向
性
と

し
て
は
生
産
拡
大
に
務
め
た
い
。

【
問
】栗
加
工
場
は
、平
成
11
年
に
建
設
さ

れ
、既
に
19
年
が
経
過
し
、機
械
も
老
朽
化

し
て
お
り
更
新
が
迫
ら
れ
て
い
る
。今
後

の
支
援
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
町
長
】県
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
活
用
や
国

の
補
助
事
業
を
利
用
し
て
現
状
分
析
を
行

い
、指
針
を
策
定
し
た
い
。加
工
施
設
は
、

六
次
産
業
化
を
図
る
た
め
、一
堂
に
集
め

機
能
的
に
使
う
よ
う
検
討
し
た
い
。

　
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
と
ら
え
る
。

【
問
】危
険
木
・
支
障
木
の
除
去
に
つ
い
て

高
齢
化
と
集
落
内
の
労
働
力
低
下
に
よ
り

景
観
維
持
・
管
理
不
足
等
で
、大
木
化
し
た

樹
木
が
寺
・
集
会
施
設
等
及
び
家
屋
の
周

囲
・
田
畑
な
ど
に
日
照
減
・
陰
化
・
湿
田
化

を
招
い
て
、地
域
の
生
活
と
農
地
管
理
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
箇
所
が
有
る
。所

有
権
者
・
被
害
者
等
の
合
意
の
も
と
地
域

の
今
後
の
解
決
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】
危
険
木
除
去
費
の
助
成
事
業
に

つ
い
て
は
廃
止
に
し
た
。
所
有
者
と
協
議

し
て
自
助
努
力
を
し
て
頂
き
た
い
。

【
問
】災
害
に
強
い
集
落
間
の
幹
線
道
路
維

持
に
つ
い
て

世
界
的
な
異
常
気
象
に
よ
り
、ど
の
国
で

も
大
き
な
災
害
が
起
き
て
い
る
。町
も
中

山
間
部
で
有
り
、最
近
の
急
激
な
伐
採
・
森

林
環
境
の
変
化
に
よ
り
、交
通
網
を
寸
断

す
る
被
害
が
絶
え
な
い
。特
に
、台
風
等
の

暴
風
・
豪
雨
に
よ
り
林
道
・
作
業
道
か
ら

の
林
地
残
材
が
濁
流
化
し
、大
き
な
被
害

も
想
定
で
き
る
。集
落
の
孤
立
化
が
起
き

な
い
道
路
管
理
と
美
郷
町
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】国
・
県
と
連
携
し
な
が
ら
災
害
予

防
・
応
急
・
復
興
対
策
を
行
い
ラ
イ
フ
ラ

海
外
研
修
制
度
と

　
受
入
研
修
制
度
に
つ
い
て

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

　
　
共
同
防
除
に
つ
い
て

富井　裕瑞  議員

川村　嘉彦  議員
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償
化
が
始
ま
る
予
定
で
あ
る
。そ
れ
が
ど

う
影
響
す
る
か
、ま
た
将
来
の
子
ど
も
の

数
を
注
視
し
な
が
ら
協
議
を
進
め
た
い
。

【
問
】幼
稚
園
の
入
園
資
格
に
お
い
て
、南

郷
は
満
５
歳
児
、西
郷
（
田
代
）は
、満
３

歳
か
ら
満
５
歳
児
、北
郷
は
満
４
歳
か
ら

満
５
歳
児
と
い
う
こ
と
で
、合
併
以
来
、教

育
シ
ス
テ
ム
の
統
一
が
叫
ば
れ
て
き
た
も

の
の
、統
一
さ
れ
な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

教
育
の
平
等
に
向
け
て
改
善
す
べ
き
で
あ

る
と
思
う
。そ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】調
整
会
議
で
一
番
ど
れ
が
い
い
の

か
し
っ
か
り
と
見
極
め
た
上
で
、平
成
30

年
度
内
に
方
向
性
を
出
し
た
い
。

【
教
育
長
】調
整
会
議
で
３
・
４
・
５
歳
児
幼

稚
園
入
園
年
齢
に
つ
い
て
話
し
合
い
、幼

児
教
育
の
意
義
と
幼
児
保
育
の
重
要
性
を

考
慮
し
、協
議
を
行
う
。

　
来
年
10
月
か
ら
、幼
児
教
育
と
保
育
無

幼
稚
園
児
教
育
の

　
シ
ス
テ
ム
統
一
に
つ
い
て山田　恭一郎  議員

　一人親方として山仕事をしてき
ました。山の楽しみは野鳥のさえ
ずりを聞くことです。姿も声も美
しいのは夏鳥のオオルリです。も
うすぐ冬鳥のジョウビタキが渡っ
てきます。私達のすぐそばに姿を
現すスズメくらいの鳥です。野草
の名前を図鑑で調べるのも楽しい
時間です。イヌノフグリというか
わいそうな名前の野草も見つけま
した。最後に好きな歌があります。

　葛の花　踏みしだかれて
　色あたらし
　この山道を　行きし人あり

ー釈迢空ー

私の机
山本文男 議員

　私は今まで土木・特老・森林組合
などで仕事をしてきましたが、これ
からの美郷町のことを考え、何かで
きる事はないかと思いました。
　美郷町は県内１の高齢化率であ
り、農林業・建設業・商工など様々
な面で影響が出ています。近隣市
町村と協力して活性化につなげた
いと思います。又、国道388号・町
道山口原線などの早期改良を図
り、携帯電話の全地区エリア拡大
を目指す取り組みを行っていきた
いです。子育ての負担軽減や、介護
の現場での人手不足も大きな問題
ととらえ、皆さんの声を町政に反
映できるようがんばります。

自宅のカサブランカを前に

議員のひと言コーナー

中嶋奈良雄 議員
大津市の研修所にて

那須富重 議員

　美郷町の人口減少が止まらな
い。町内の人口流出対策は勿論、
移住、定住政策は最優先の課題
であるが「座して死を待つより
は、出でて活路を見出さん」を選
択すべきである。
　ふるさと納税は子育て支援に
大いに活用出来る政策であり、ま
た、国道388号、327号、446号
線は美郷町の大動脈であり、活気
ある物流には道路整備は欠かせ
ない。この要望活動も大事だ。
　今後も限られた財源を駆使し
て最大限の効果を生み出す政策
の執行を提言して行きます。

傍聴は先着順となります。また、傍聴席には限りがありますので、団体で傍聴される場合は、
事前にご連絡ください。

定例会会期日程、一般質問通告一覧を町ホームページに掲載
(※定例会開会日の概ね１週間前)しておりますので、ご覧ください。

次の定例会は、

12月５日（水）開会予定です。

お問い合わせは議会事務局へ（電話66-3607）

９月定例会のようす 検索宮崎県美郷町

次回定例会のご案内

傍聴席へ
どうぞ !!
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消防備品の管理状況や学童保育の取り組みついて調査

国道388号　黒木～門川町庭谷間の現地を確認

■総務厚生常任委員会

１．調査の日時……平成３０年６月２８日（木）
２．調査の場所……議会委員会室	
３．調査の概要（意見）
　①総務課所管事務調査
　・４月からの新体制で動き出した救急体制の状況について
　�　救急救命業務については、本年４月より西郷を含め全町を網羅した業務が開始された。予算等の問題はあるものの、

町民の安心安全が重要であり、今後も十分な検証を求めたい。
　�　なお、当初計画の段階では、１地区約 3,500 万の予算との想定であった。その範囲内で収まっていることは、財政

的にも評価できるものと思われる。
　・火災等の災害対応及び消防備品の管理の状況について
　�　本年４月に発生した山林火災では、10.8ha の被害であった。一度は鎮火と判断したものの、火種が残っており翌日

に再び出火した。
　　けが人もなく消火活動をしていただいた消防団員、関係機関の方々に感謝を申し上げたい。
　　今後も、あらゆる災害等に対して消防団員の身の安全を最優先にした行動をするよう指導を求める。
　　又、消防備品の盗難防止に向けた指導もお願いしたい。
　②町民生活課所管事務調査
　・学童保育の取り組みについて
　�　学童保育事業は、南郷と西郷で実施されているが、北郷の児童クラブと異なり、対象

児童の制限や実施時期の違いが見受けられる。指導員の確保問題等とも考えられるが、
早急に同じサービスに統一することを求めたい。

　・ゴミ処理等（分別収集の状況ほか）について								      
　�　ゴミ処理については、年間約８千万円の経費となっている。分別処理については、折々に指導してもらっているが、

座談会等の場でも、経費を含め、町民に対して更なる周知をし、協力をお願いする事を求めたい。

■文教産業常任委員会

１．調査の日時……平成３０年６月２９日（金）
２．調査の場所……国道 388 号線　現地調査
３．調査の概要
　①舟方工区について
　　木材伐出を行っており、予定路線のルートを現地で説明を受けた。
　②美郷町黒木～門川町庭谷間について
　�　国道 388 号線の改良工事、特に「美郷町黒木～門川町庭谷間」については、美郷町・門川町の長年の要望箇所であり、

工事の進捗状況の確認と現況の把握を含め現地調査を行った。

考　察
　今年度も少しずつではあるが、順調に工事が進んでいる。しかし、美郷町黒木～門川町庭谷間については、建設課の
現地での詳細な説明で、残りの改良工事区間が７㎞、又、急傾斜地等が多いために、完成までにはかなりの年数が必要
と思われる。
　今後とも、少しでも早く完成できるように、今まで以上に強力な要望活動を行う必要があると感じた。
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議　　会　　活　　動議　　会　　活　　動

東臼杵郡町村議会議員研修会

入郷地域開発期成同盟会要望活動

７月
　２日／入郷地域開発期成同盟会総会・研修会
　３日／第２回日向東臼杵広域連合議会
　　　　決算審査（～３１日）
　５日／豊見城市表敬訪問（～６日）
　９日／入郷地域開発期成同盟会要望活動（県出先機関）
１０日／国道 388 号整備促進期成同盟会現地調査・総会
１１日／九州中央道沿線議会期成会総会・決起大会
１２日／交通安全キャラバン隊メッセージ伝達式
１７日／文教産業常任委員会事務調査
１８日／森林・林業活性化議員連盟連絡会議役員会・総会
２０日／例月現金出納検査

７月
２３日／定例議長会（～２４日）
　　　　高速自動車国道建設促進宮崎県期成同盟会総会
　　　　宮崎県鉄道整備促進期成同盟会総会
２４日／議会運営委員会正副委員長研修会
２５日／県道宇納間日之影線整備促進期成同盟会総会
２６日／東臼杵郡町村議会議員研修会
　　　　議員全員協議会
　　　　議会改革等調査特別委員会
　　　　広報モニター辞令交付式
２７日／みすず会
２８日／国道 327 号外圏域４路線整備促進期成同盟会
　　　　�高速道路と細島港のストック効果をアピールす

る総決起大会８月
　１日／九州中央自動車道提言活動（～３日）
　６日／県土木整備部要望活動
　　　　第２回臨時会（議会運営委員会・議員全員協議会・臨時会）
　８日／子ども議会
　　　　日向・東臼杵郡町村議会議長会要望活動（出先機関）
　９日／正副議長研修会 / 地方行政問題協議会
１０日／入郷地域開発期成同盟会要望活動（県本庁）
１７日／国道３８８号整備促進に関する沿線議会議長会議
２０日／日向市・東臼杵郡町村議会議長連絡会合同要望活動（県本庁）
　　　　例月現金出納検査
２１日／国道３８８号（門川町～椎葉村間）整備促進要望活動
２４日／九州中央自動車道建設促進地方大会
２７日／議会運営委員会・全員協議会
２８日／県町村監査委員協議会臨時総会・研修会
３０日／平成２９年度決算審査意見書提出

９月
　３日／第３回定例会（～１２日）
１４日／日韓交流訪韓事業（～１６日）
１８日／例月現金出納検査
１９日／中央省庁要望活動（～２０日）
２４日／国道２１８号五ヶ瀬高千穂道路中心杭打ち式
２５日／議会広報特別委員会
２８日／日向東臼杵広域連合決算審査及び定期監査

学校施設や小中一貫について調査
１．調査の日時……平成３０年７月１７日（火）
２．調査の場所……現地：美郷北学園、田代小学校、西郷中学校
　　　　　　　　　会議：議会　委員会室
３．調査の概要
①美郷北学園の施設状況について
　体育館へのスロープ、体育館の壁等について、現地確認を行いスロープ設置、体育館壁の改修についての必要性など
意見を聞いた。
②西郷小中一貫関係について
　平成 33 年度（平成 33 年 4 月）に開校する計画で進めているとのこと。
③国際交流員の活動について
　昨年までは、ほとんど南郷地区での活動が主であったが、本年度から体制が変わったことから、町内全域での活動に
取り組む計画とのこと。
④子どもたちの派遣事業について	
　今年は、北郷・西郷の生徒は沖縄県豊見城市へ、南郷の生徒は韓国派遣が決定しているとのこと。

考　察　
　北学園の校舎から体育館まではかなりの段差があるので、スロープについては、予算も含め専門的・技術的な調査検
討が必要であると考える。								      
　西郷小中一貫校に関しては、アンケートの結果が賛成６０％ということであり、今後は今からの計画など保護者に対
して丁寧な説明が必要だと思う。
　国際交流員の活動、子どもたちの派遣事業については、合併の成果を早く出してほしい。
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県への要望活動

　８月６日（月）、宮崎県庁において宮崎県土木整備部　
瀬戸長秀美部長へ要望書を提出しました。
　この要望は町・議会一体となって行ったもので、今
回は国道388号を中心に国道446号、県道西都・南郷
線、県道宇納間・日之影線の改良整備等、及び急傾斜地
崩壊対策事業の整備促進、治水事業の整備促進を要望
しました。
　地元住民の方からの改良に対する感謝の気持ちや、
改良の必要性などの意見を伝えました。
　今後も早期改良整備を強く要望してまいります。

議会だより広報モニター委嘱状交付

　議会だより広報モニターが決定し、７月26日（木）
に委嘱状交付を行いました。
　モニターの方々から、広報に関して様々なご意見を
聞くこととしております。貴重なご意見を参考に、さ
らに住民に親しんでいただける議会だよりを目指し
ます！

中学生子ども議会

　町内の中学校３年
生が町執行部に対し
て提言を行う「子ども
議会」が８月８日（水）
に行われました。
　当日は議員をつと
める中学生がスク

リーン等を使って、調査・検討した事項を堂々と提言
しました。

国への要望活動

　９月19日（水）、国土交通大臣、農林水産大臣、林野
庁長官、財務大臣等に要望書の提出を行いました。
　当日は衆議院議員会館において、各省庁の担当課
長・担当の方々に出席いただき、要望書提出後、予算や
事業の取り組みについて説明を受け、意見交換を行い
ました。
　美郷町の現在の状況や、今後の展望など活発な意見
が出され、各省庁の担当課長からは実情が聞けてよ
かったとの話もありました。
【要望内容】
　○地方道路財源の確保
　○国道388号の整備促進
　○鳥獣被害防止対策予算の確保
　○森林整備事業の予算の確保


